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大阪難波ロータリークラブ週報 

 ２０２１．５．２７ 臨時報№１６ 

今 日 の 卓 話 

 

５月２７日（木） 

 

休会の為、ありません 

  

ロータリー４つのテスト 次 回 の 卓 話 

 

６月３日（木） 

 

休会の為、ありません 

 
言行はこれに照らしてから 

１．真実かどうか 

２．みんなに公平か 

３．好意と友情を深めるか 

４．みんなのためになるかどうか 

 大阪難波ロータリークラブ      例会日時 毎週木曜日 １２：３０ 

 創立 １９７６年８月５日      例会場  スイスホテル南海大阪7階 芙蓉の間 

 会長：川口栄計  幹事：福田 忠  会報・雑誌委員長：三島敏宏  事務局：安部亜希子 

 事務局 〒542-0076 大阪市中央区難波5-1-60 スイスホテル南海大阪５階 
 TEL 06-6632-3956  FAX 06-6632-3957  e-mail osaka-namba@poem.ocn.ne.jp 

ニ コ ニ コ 箱 報 告 

前 回 の 合 計           ￥０（休会）  

本日までの累計 ￥２，０５６，５００ (56%達成) 

５月末の予算額 ￥３，６６０，０００ 

出 席 報 告 

前回 ５月２０日(休会) 

会 員 総 数 ６ ０ 名 
出席免除を除く      

ＭＵを含む  

修正出席率  
出 席 会 員 数  名 

出 席 率  ％ 

（国際ロータリー会長 ホルガー・クナーク） 

 20２0-20２1年度 国際ロータリーのテーマ 

「ロータリーは機会の扉を開く」 

（第2660地区ガバナー 簡 仁一） 

これからの予定 

6月 3日（木）例会中止・新旧合同理事会（ZOOM）   

6月10日（木）例会中止    

6月17日（木）例会中止          

6月24日（木）例会・新旧合同クラブ協議会 

 

 

５月２７日（木）は例会の予定でしたが 

大阪府に緊急事態宣言が発令されたため 

本日は休会といたします。 

以
前
か
ら
親
し
か
っ
た
増
本
会
員
よ
り
強
い
お
誘
い
を

受
け
て
昭
和
五
十
七
年
に
大
阪
難
波
Ｒ
Ｃ 

に
入
会
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
業
界
以
外
の
団
体
に
所

属
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
Ｒ
Ｃ 

で
異
業

種
の
代
表
の
方
々
と
お
会
い
す
る
機
会
を
頂
い
た
こ
と

は
大
変
有
難
い
こ
と
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の

イ
ン
タ
ビ
ュー
テ
ー
マ
に
、
「私
の
好
き
な
事
」と
の
こ
と
で

し
た
の
で
、
幾
つ
か
お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

ま
ず
、
「JA

ZZ

」に
つ
い
て
で
す
。
出
会
い
は
学
生
の
時
で

す
が
高
校
ま
で
は
運
動
系
の
部
活
動
を
し
て
い
ま
し
た

が
、
大
学
か
ら
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
を
始
め
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
、
モ
ダ
ン
ジ
ャ
ズ
に
夢
中
と
な
り
ス
テ
ー
ジ
活
動
を
し
て

い
ま
し
た
。
大
学
卒
業
後
、
コ
ン
ピ
ュー
タ
ー
会
社
に
就

職
し
ま
し
た
が
、
昼
は
コ
ン
ピ
ュー
タ
ー
、
夜
は
ク
ラ
ブ
で

の
ス
テ
ー
ジ
で
演
奏
を
行
う
生
活
を
し
て
い
ま
し
た
。
超

多
忙
で
し
た
が
、
楽
し
い
日
々
を
す
ご
し
て
い
ま
し
た

が
、
仕
事
と
深
夜
に
至
る
ス
テ
ー
ジ
で
プ
ロ
と
し
て
の
ジ
ャ

ズ
の
演
奏
は
終
止
符
を
う
ち
ま
し
た
。
し
か
し
、
ジ
ャ
ズ
へ

の
想
い
は
持
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
三
十
年
前
に
北
新
地
・

堂
島
に
「Mister K

elly's

」(

ミ
ス
タ
ー
ケ
リ
ー
ズ)

と
言
う

ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
を
つ
く
り
ま
し
た
。
お
店
で
は
、
ジ
ャ
ズ
を

中
心
に
上
質
な
演
奏
や
歌
な
ど
の
音
楽
を
楽
し
め
る
空

間
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
残
念
な
が
ら
、
近
年
は
こ
の
様

な
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
が
減
少
し
て
い
ま
す
。
ジ
ャ
ズ
も
立
派
な

文
化
の
一
つ
と
言
え
ま
す
。
こ
こ
大
阪
か
ら
音
楽
文
化
の

灯
を
消
さ
な
い
様
に
応
援
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。 

運
動
系
の
趣
味
と
し
て
は
「ダ
イ
ビ
ン
グ
」が
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
の
頃
か
ら
淀
川
に
て
素
潜
り
で
鍛
え
て
い
た
の
で

抵
抗
な
く
ダ
イ
ビ
ン
グ
を
楽
し
む
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

約
三
十
年
前
よ
り
沖
縄
へ年
間 

十
～
二
十 

往
復
し
て

お
り
、
ダ
イ
ビ
ン
グ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
免
許
を
持
っ
て

い
ま
す
。
一
昨
年
ま
で
は
年
間
約
二
〇
〇
本
の
潜
水
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。
実
は
沖
縄
の
美
し
い
サ
ン
ゴ
礁
は
日

本
海
側
に
集
中
し
て
い
ま
す
の
で
太
平
洋
側
に
は
ダ
イ
ビ

ン
グ
ス
ポ
ッ
ト
は
少
な
い
で
す
。 

次
は
「ワ
イ
ン
」に
つ
い
て
で
す
が
、
二
〇
〇
〇
年
ご
ろ
に

出
合
っ
た
一
本
の
白
ワ
イ
ン
に
興
味
を
持
ち
ワ
イ
ン
コ
レ

ク
タ
ー
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ワ
イ
ン
マ
ー
ケ
ッ
ト
は

元
々
ロ
ン
ド
ン
に
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
は
ニ
ュー
ヨ
ー
ク

市
場
が
中
心
と
な
っ
て
お
り
、
そ
こ
の
主
力
デ
ィ
ー
ラ
ー

か
ら
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
デ
ー
タ
よ
り
収
集
を
お
こ
な
い
、

一
五
〇
〇
本
ほ
ど
所
有
し
て
い
ま
す
。
ワ
イ
ン
の
魅
力

は
、
度
数
も
高
く
な
く
飲
み
や
す
い
な
ど
い
ろ
い
ろ
と
あ

り
ま
す
が
、
深
み
の
あ
る
赤
い
お
酒
の
美
し
さ
も
魅
力
の

一
つ
と
思
い
ま
す
。
味
覚
や
嗅
覚
だ
け
で
な
く
視
覚
的

に
も
訴
求
力
が
あ
り
、
五
感
に
訴
え
る
お
酒
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
グ
ラ
ス
一
杯
で
数
百
円
か
ら
数
十
万

円
ま
で
幅
広
い
の
も
、
ワ
イ
ン
の
面
白
い
と
こ
ろ
と
言
え
る

と
思
い
ま
す
。 

昨
今
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
り
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
こ
れ

か
ら
も
昼
・夜
共
に
活
動
で
き
る
よ
う
に
気
力
・体
力 

を
充
実
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

［ 

テ
ー
マ    

私
の
好
き
な
事  

］ 

櫻井 明  会員 

世
代
を
紡
ぐ 

 
 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 

Vol. 
５５ 

【国際ロータリー第２６６０地区  

 ロータリー希望の扉プロジェクト】追記 

７月に当クラブが行った奉仕活動が、 

―第３の扉― 「将来のロータリアンの希望の扉を開く」 

誰かの希望の扉を開くことのできた活動を広報するとして、

地区ホームページの中のYouTubeで紹介されています。 

 ♪ 四 つ の テ ス ト 

  真実かどうか 

  みんなに公平か 

  好意と友情を深めるか 

  みんなのためになるかどうか 

５月 入会記念日 おめでとうございます 
  5月 7日 夏 明義会員 平成10年   5月12日 伴井敬司会員 平成17年  
   



★来客紹介：ありません。 

 

 

★会長報告：川口会長 

1.大阪難波ロータリークラブ会員の皆様、こん

にちは。5月20日例会休会につき、臨時報で

の会長報告を行います。 

 現在、5月26日水曜日にこの原稿を執筆して

おります。昨日、大阪府の緊急事態宣言の 

6月20日までの延長要請が報じられました。 

 非常に残念ながら、例会の休会を延長せざる

を得ないと判断いたしました。また6月3日の

最終理事会をZOOMのみで開催すること、さら

に6月第2週末に計画しておりました「不死王

閣家族旅行」友好行事の中止を福田幹事、森

友好委員長と決しました事をご報告申し上げ

ます。また6月3日例会での新入会員入会式、

6月10日の新旧合同クラブ協議会、6月17日大

阪難波ロータアクトクラブ第1回記念例会の

延長を理事会にて討議し、会員の皆様に適宜

ご報告させていただきます。 

2.そんな中ではありますが、臨時報に記載の通

り、国際ロータリー第2660地区「ロータリー

希望の扉プロジェクト」に大阪難波ロータ

リークラブとして参画し、大阪市中央区周辺

の児童施設への手指消毒液及び足踏み式スタ

ンドの寄贈を行い、5月度IM4組会長会議にて

報告いたしました。また同組の東大阪RCより

協賛頂きました事もご報告いたします。福田

幹事、夏元会長、大変お世話になりました。 

3.さて本日の「ロータリアンの足跡」は、緒方

貞子女史であります。会員の皆様は彼女が

「ロータリー国際親善奨学生」出身であった

ことはご存じでしたか？私はこのリポートを

作成の中、初めて知りました。奨学生として

の留学中、アメリカ合衆国の様々なロータリ

アンとの交流を通じて社会奉仕の重要性を学

び、「超我の奉仕」に深い感銘を受け、人生

の指針とされてきました。2019年に逝去され

ましたが、女史が自ら危険な紛争地域へ赴き

援助を指導する行動力、流暢な英語での国際

舞台での発信力は、我々日本人の誇りであり

ました。その礎がロータリークラブにある事

を私たちは知り、誇りとせねばなりません。 

 女史の略歴と2016-17年度ロータリー学友世

界奉仕賞受賞時の記事「奉仕の精神に触れ

て」の一部を掲載させて頂きました。 

是非ご熟読頂きたいと思います。 

これにて本日の会長報告を終わります。 

 

★幹事報告：福田幹事 

1.６月３日(木)１３：３０からの開催を予定し

ております、新旧合同理事会でございます

が、大阪府が緊急事態宣言の延長を政府に要

請することの決定を受け、今年度と次年度の

理事及び幹事のみ出席の、完全リモートでの

開催の方向で調整しております。 

詳細につきましては、該当される方に直接ご

連絡させて頂きますので、しばらくお待ち下 

さい。 

 

2.６月１０日(木)１３：３０から、IM第４組 

吉﨑ガバナー補佐、大谷ガバナー補佐エレク 

トをお迎えし、開催する予定でございました

新旧合同クラブ協議会は、大阪府が緊急事態 

宣言の延長を政府に要請することの決定を受

け、６月２４日(木)に変更する方向で調整し 

ております。また、決定いたしましたらご報

告させて頂きます。 

 

 

★委員会報告：ありません。 

 

★ニコニコ箱報告：ありません。 

 

★卓話：ありません。 

 

 

 

 

 ５月は「青少年奉仕月間」です 

今年度コロナ禍においてロータリーデーを始め活動が制限される中、このような時にこそ行

えるロータリーの奉仕活動として全IM協働の「ロータリー希望の扉プロジェクト」が発足い

たしました。掲題第1の扉全2回の講演会の1つ目、大阪大学基礎工学研究科 知能ロボット学

者の石黒浩教授による「アバターとコロナ後の社会」オンライン講演会の開催概要を下記の

通りご案内申し上げます。 

本オンライン講演会はZoom(定員1,000名)での開催となります。是非多くの皆様にご参加いた

だきたく、ロータリアン、ロータリーファミリーの皆様お誘いあわせの上ご参加ください。 

                      

１．日時：2021年5月29日(土)13：30～15：30予定 (13：00より接続可能) 

２．開催方法：オンライン開催（Zoomを使用） 

３．登録料：無料 

４．参加情報：ロータリー希望の扉プロジェクト-第1の扉- 

「アバターとコロナ後の社会」石黒教授(大阪大学) 

 時間: 2021年5月29日 01:30 PM 大阪 

Zoomミーティングに参加する 

https://zoom.us/j/95634972259?pwd=YjVieWNPQXBxV3dPVzI1bFQ1MG1kUT09 

ミーティングID: 956 3497 2259 

パスコード: 230971  

 
※次の２つの方法で、地区ホームページからも講演会の視聴画面に接続できます。  

 

 国際ロータリー第2660地区ホームページ           希望の扉-第1の扉ページから  
 トップページ[https://www.ri2660.gr.jp/]]から       [https://www.ri2660.gr.jp/doorofhope/no01/] 

打ち上げ家族旅行中止のご連絡 
 

青葉の候、会員皆様におかれましてはこのコロナ禍

にあっても一層ご活躍のことと存じます。 

今回の会長報告でもありました通り、不死王閣で打

ち上げ家族旅行を予定しておりましたが、緊急事態

宣言が延長になる気配でもありますので、残念であ

りますが中止とさせて頂きます。 

楽しみにして頂いてました会員様には、本当に申し

訳ございません。 

 

今はコロナが早く終息するよう祈るばかりです。 

                

               文責：森 圭司 
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